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1ライナーの取替え
■取付け順序

①丸皿小ねじを緩め、現在取付けてあるライナー、ナベ小ねじを下ケースから取外してください。
（※ライナーおよびナベ小ねじは、セキュリティサムターンユニット取付けでは使用しません。）（図-1）
②セキュリティサムターンユニットに同梱されているセキュリティサムターン用ライナーを丸皿小ねじで下ケースに取付けてください。（図-2）

2セキュリティサムターンユニットの取付け
①セキュリティサムターンユニットの回転軸を下ケースのダルマの向きに合わせて垂直
にし、取付けねじで下ケースに取付けます。
※セキュリティサムターンキーは縦にしてください。
※振止めライナーおよびカバーライナーを下記使い分け表にしたがって取付けてください。
②セキュリティサムターン座の切欠きを、セキュリティサムターンユニットのボタンの
向きに合わせてはめ込みます。
③ボタンを上に押しながら、セキュリティサムターンキーを差込みます。
 （ボタンが戻るとセキュリティサムターンキーは抜けなくなります。）
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【セキュリティサムターンツマミの操作】

●横（施錠）

●縦（解錠）
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※セキュリティサムターンキーは縦にして
取付けてください。

（図-2）

※同梱の注意ラベルを、セキュ
リティサムターン座の下に
張ってください。

リングを左に回す
と外れます。
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■ポルトグランデ・ポルトの場合

■振止めライナー・カバーライナー使い分け表

●室内側よりサムターンユニットを左に回して外します。
次に、丸皿小ねじM5×35（2本）を外し、固定リング
を外します。

※サムターンユニット、固定リング、丸皿小ねじ
M5×35は、セキュリティサムターンユニット取付け
では使用しません。（図-3）
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●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

■サムターンの正しい向き

①押したまま

②差し込む

②抜く

錠本体

セキュリティ
サムターン

ボタン

●施解錠の操作時以外は、
セキュリティサムターン
を必ず抜いてください。
●セキュリティサムターン
を抜き差しは、必ず下部
のボタンを押したまま
行なってください。押さ
ずに抜き差しをすると、
錠本体などが破損する
おそれがあります。

●セキュリティサムターン
を外した後、室外側の
カギで施解錠を行うと
サムターンの施解錠の
向きが変わります。
その場合は必ずセキュ
リティサムターンを外し
た状態で室外側のカギ
で施解錠の操作を行い、
サムターンの施解錠の
向きを元に戻してくだ
さい。
セキュリティサムターン
の施解錠の向きが変わ
ったまま使用を続けると、
サムターンの抜き差し
ができなくなることが
あります。

室内側

＜解錠状態＞ ＜施錠状態＞

セキュリティサムターン
の操作方法
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